







































































































































































































































































































































































なったのである。上記 1806 年 7 月 7 日の布告は、「フォイエルバッハによっ
て練り上げられた」47、「フォイエルバッハの草案をほとんどそのまま採用
した」48ものといわれている49。













な苦痛」（peine forte et dure）という制度を、拷問ではなくもともと刑罰で
あると見做していた55。ブラックストーンはこれを、黙秘継続に対する贖罰





































エルバッハの「むち打ちの刑」の提案は、1813 年 10 月 1 日公布のバイエル












































































































⑴　Paul Johann Anselm Feuerbach, Betrachtungen über das Geschwornen=Gericht, 
Landshut 1813 の全訳である。
⑵　1804 年 11 月、フォイエルバッハは「バイエルンにおける拷問廃止の必要性について」





Radbruch, Paul Johann Anselm Feuerbach Ein Juristenleben, 3.Auflage, 
herausgegeben von Erik Wolf, Göttingen 1969. S.75（なお、ラートブルッフ著作集第
7巻 / 菊池栄一・宮澤浩一共訳『一法律家の生涯―P.f. アンゼルム・フォイエルバハ
伝―』〔東京大学出版会、1963 年〕121-122 頁参照。ただし、この共訳は、上記Wolf 
編集の 2.Auflage（1957）を底本としている）。
⑶　Paul Johann Anselm Feuerbach, Die Aufhebung der Folter in Baiern, in:derselbe, 
Themis, oder Beiträge zur Gesetzgebung, Landshut 1812, S.239-268（以下、“Themis” 
と略記する）。これは 1806 年 6 月の拷問廃止に関するフォイエルバッハの二度目の提
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Tätigkeit und Theorien Feuerbachs im Strafprozeßrecht, Bonn 1963, S.11）。
⑷　Feuerbach, Themis, S.242.
⑸　小谷眞男訳『犯罪と刑罰〔初版 1764 年』（東京大学出版会、2011 年）。以下、「小谷訳」
と略記する。






















































44　たとえばカロリーナ刑事法典 22 条（60 条、67 条、69 条）参照。この点につき、上
口裕『カロリーナ刑事法典の研究』（成文堂、2019 年）121 頁、199-200 頁、212-214 頁、
215-219 頁参照。
45　Carl Röhrer, Zur Abschaffung der Tortur in Bayern（1806）, Monatsschrift für 
京女法学　第 18 号80
Kriminalpsychologie und Strafrechtsreform, 28.Jg., 1932, S, 228, Fn.3.
46　Hermann Pültz, Die Tortur im bayerischen Strafprozess von Kreitmayer bis 
Feuerbach, Erlangen 1946, S.78 による。
47　Pültz, op.cit., S.80.
48　Ivo Striedinger, Des Kriminalisten Feuerbach Verhältnis zu Bayern, insbesondere 
sein Anteil an der Aufhebung der Folter, Zeitschrift für bayerische Landesgeschchite, 





50　Vgl. Röhrer, op.cit., S.229-238.










56　Vgl.William Blackstone, Commentaries on the Laws of England, Oxford 1769, Book 
Ⅳ . Ch.25.p.322（A Facsimile of the First Edition of 1765-1769, Chicago 1979）. なお、
「黙秘継続に対する贖罪業」という訳語はゾンネンフェルス・（8）頁註（2）による。
57　Feuerbach, Themis, S.245/246.











61　フォイエルバッハの草案は 192 条～ 201 条として提案された。この条文は、
Masakatsu Adachi, Sessions Protokoll der vereinigten Sektionen der Justiz und des 
Innern für zweiter Teil des baierischen Strafgesetzbuches von 1813（Tokyo, Verlag 
Shakaihyoronsha 2011）S.256-258 においてみることができる。
62　前掲書・拙訳『陪審制度論』39 頁訳注（14）～ 41 頁参照。
63　中村義孝＝久岡康成共訳「フォイエルバッハ『バイエルン刑事訴訟法（一）』」立命
館法学 114 号〔1974 年〕160 ～ 161 頁参照。
64　Pültz, op.cit., S.83.
65　Feuerbach, Themis, S.269/270.
66　Rudorf Thierfelder ,  Anselm von Feuerbach und die bayrische 
Strafprozeßgesetzgebung von 1813, in:Zeitschrift für die gesamte 
Strafrechtswissenschaft, Bd.53, 1934, S.413. なお、前掲書・拙訳『陪審制度論』226 頁
〔解題〕注（8）参照。
67　 Thierfelder, op.cit., S.417.
68　上口・前掲書 128 頁以下参照。
69　Radbruch, op.cit., S.75.












80　Feuerbach, Themis, S.268.Vgl. Feuerbach, P.J.A., Biographischer Nachlaß, 
veröffentlicht von seinem Sohn Ludwig Feuerbach, 2.Ausgabe 1853 Leipzig
京女法学　第 18 号82
（Neudruck 1973, Scientia Verlag Aalen）, Bd.1 1853, S.136
81　“moralische Gewißheit“ については、前掲書・拙訳『陪審制度論』146 頁訳注（8）
参照。
82　Anton Bauer〔1843〕（公文孝佳「19世紀証拠法史研究序説」神奈川法学 46巻 1号〔2013
年〕89 頁による）。
83　Carl Joseph Anton Mittermaier, Das Deutsche Strafverfahren, 2. Aufl., Heidelberg 
1832/33, §102, §172. なお、エーリッヒ・シュヴィンゲ /藤尾彰訳「陪審裁判所をめ




86　佐伯千仭「刑事裁判と誤判」ジュリスト 469 号（1971 年）参照（後に同『刑事訴訟
の理論と現実』〔有斐閣、1979 年〕所収〕）。
（続く）
